
 

  第３７回都市公園等コンクール 国土交通省都市局長賞 受賞作品の概要   

 

設計部門 

 受賞作品：大島町メモリアル公園 

 対象施設：大島町メモリアル公園 

 所 在 地：東京都大島町 

 受賞団体：株式会社東京ランドスケープ研究所 

 

 

平成 25年の台風 26号による土砂災害の跡地に、「鎮魂・災害の伝承」と「島の活性化」という

2つの目標を復興祈念という骨太のテーマに基づき調和させたメモリアル公園の設計である。 

地域の安寧と島の振興を両立した合意形成の技術と、それを設計に書き伝えたデザイン力が高

く評価された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施工部門 

 受賞作品：重要文化財東山植物園温室前館・洋風庭園 

 対象施設：東山総合公園 

 所 在 地：愛知県名古屋市 

 受賞団体：名古屋市緑政土木局東山総合公園、庭茂造園土木株式会社 

大島造園土木株式会社、株式会社中嶋造園土木、 

株式会社魚津社寺工務店、岩間造園株式会社 

 

「東洋一の水晶宮」と謳われた重要文化財温室前館の保存修理工事と「特別なひととき」をテ

ーマとした洋風庭園の整備である。ガラス葺き・鉄骨トラスによる全溶接建築物という特徴を持

った重要文化財である鉄骨造温室の復原や、高低差のある地形・水景を活かした洋風庭園として

仕上げた。明るい昼間でも水面に温室の鏡像を写す水深の浅い鏡池の仕上がりが高く評価された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

  第３７回都市公園等コンクール 国土交通省都市局長賞 受賞作品の概要   

 

材料・工法・施設部門 

 受賞作品：歴史を紡ぐ モニュメント型遊具 

 対象施設：安良波公園 

 所 在 地：沖縄県北谷町 

 受賞団体：株式会社三英 

 

 

琉球王朝時代に難破した外国船の乗組員を保護したという北谷の歴史を後世に伝えることをコ

ンセプトとしたモニュメント遊具の整備である。 

難破した大型船を細部にわたり表現しながら、遊具としての楽しさや安全性を備えているとと

もに沿岸部の厳しい設置環境にも対応する素材を用いていることなどが高く評価された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

管理運営部門 

 受賞作品：平城宮跡歴史公園 連携・共創の発展形 

 対象施設：国営平城宮跡歴史公園 

 所 在 地：奈良県奈良市 

 受賞団体：一般財団法人公園財団 

 

 

特別史跡である国営平城宮跡歴史公園における管理運営は、開園から段階的にステップを踏み、

発展させた「連携・共創による公園マネジメント」である。 

長く宮跡保存に関わる団体との連携構築をはじめに、全国的な認知度と学習利用が少ないとい

う課題への対応および新たなニーズの掘り起こし、そしてコロナ禍における変化への対応を地域

共創により段階的に発展させた公園マネジメントが高く評価された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

  第３７回都市公園等コンクール 国土交通省都市局長賞 受賞作品の概要   

 

特定テーマ部門（これからの時代に対応した公園利用の取組み） 

 受賞作品：コロナ社会における新たな公園運営 

 対象施設：花フェスタ記念公園、ぎふ清流里山公園、養老公園、岐阜県百年公園、 

世界淡水魚園、各務原公園 

 所 在 地：岐阜県可児市、美濃加茂市、養老町、関市、各務原市 

 受賞団体：岐阜県 

 

 

ドライブインシアターやフード・デリバリー・サービスなどの「非接触利用の促進」。コロナに

関するクイズやステージショー等の実施による「啓発活動」。人気遊具の事前予約制の導入や夜間

の有効活用などの「混雑緩和対策」。オープンカフェの設置や分散型の屋外イベントの実施などの

「屋外空間の活用」。の４つの視点による公園運営により、コロナ禍でも各公園の魅力を向上させ

た全公園で展開できる汎用性のある施設管理・運営が高く評価された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 第３７都市公園等コンクール (一社)日本公園緑地協会会長賞 受賞作品の概要  

 

設計部門 

 受賞作品：東経の森 水環境再生の森づくり 

 対象施設：東経の森 

 所 在 地：東京都国分寺市 

 受賞団体：株式会社グラック、東光園緑化株式会社 

       

 

 

 東京経済大学国分寺キャンパス内の国分寺崖線の資源を

活かし、森の環境保全機能の回復と、潤いのある水と緑の

風景を顕在化させるデザインを提案した設計である。地域

の環境保全や住民の自然とのふれあいの場の提供など、地

域に貢献する緑地へと再生した設計が評価された。 

 


